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本書について
　本書は、沖縄総合事務局において令和元年度から令和６年度までに行われた合計６年分の自動車
検査員教習試験の内容をジャンル別にまとめたものです。
　ジャンルは大きく次の４つに区分してあります。
　第１章　基礎法令・整備関係法令（10区分）　　　第２章　検査関係（８区分）
　第３章　計算問題（６年分）　　　　　　　　　　 第４章　年度別試験問題（６年分）

　第１章と第２章については、過去の試験問題を更に細かく分類し、各項目ごとに「過去出題例」
を先に掲載し、その後に問題の法的根拠となる「関係法令」を掲載しています。
　過去の試験問題の出題パターンは次の３つに分類できます。
　　①○×式…設問が適切な場合は○、不適切な場合は×を記入する。
　　②�選択式…問題文の空白部分に当てはまる適切な字句を選択肢から選んで記号で記入する。
　　③�記述式…問題文の空白部分に当てはまる適切な字句又は数値を記入する。
　本書では、○×式はそのまま、穴埋め問題については全て記述式としました。

　各問題文の最後には試験年度を記載してあります。［R6］であれば、令和６年度の試験問題であ
ることを示します。また、［R2/R1］のように、併記している場合は、令和２年度と令和元年度に同
一問題が出題されていることを示します。
　［R2改］など「改」と記載があるものは、試験実施後に法改正があった部分について、改正後の
法令に合うように問題文に手を加えていることを示します。なお、本書は目次の《法令の改正》に
示した時点の法令を基準としています。
　関係法令については、原文のまま掲載すると分量が相当多くなるほか、そのままでは理解しにく
いため、編集部で一部、手を加えている部分があります。また、保安基準については、「細目告示」
と「審査事務規程」の２つの法令がありますが、一部を除き、本書では「審査事務規程」を取り上
げています。基本的に、問題文に対応した法令を抜粋して掲載していますが、過去に出題されたこ
とがあり、かつ重要な項目については参考として、部分的に掲載しています。また、特に注釈がな
い限り、乗用自動車の基準をまとめています。

　第３章では、「ブレーキ制動力」の計算問題について、計算式を示し、わかりやすく解説しています。

　第４章の年度別試験問題は、令和元年度から令和６年度までに行われた合計６年分の問題を年度
ごとにまとめてあります。「模範解答」には正解と、問題の法的根拠となっている法令名及び条項を
記載しています。また、計算問題については省略しています。第３章の該当年度の問題を参照して
ください。

　保安基準は、自動車の製作年月により適用規定が異なるなど、わかりにくい部分が多々あります。
本書に併せて公論出版発行の「自動車検査ハンドブック令和７年版」（定価2,200円）及び保安基準
及び審査事務規程の原文をまとめた「保安基準と審査事務規程〔原文〕令和７年版」（定価3,000円）
をご活用ください。

　法令改正について：原則、現行の法規集に従い、令和７年３月時点での法令に対応しています。
したがって、それ以降の法令改正については、ご注意ください。
　また、本書に訂正箇所が生じた場合、弊社ホームページにて内容を掲載致します。お手数ですが
そちらをご確認ください。⇒ https://kouronpub.com（または " 公論出版 " で検索）

令和７年８月　編集担当：服部
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１．目的・用語・自動車の種別
１ 車両法の目的

［過去出題例］
１�．この法律は、道路運送車両に関し、所有権についての公証等を行い、並びに安全性の確保及

び公害の防止その他の環境の保全並びに整備についての（　）を図り、併せて自動車の整備事
業の健全な発達に資することにより、公共の福祉を増進することを目的とする。［R3］
２�．この法律は、道路運送車両に関し、所有権についての公証等を行い、並びに（　）の確保及

び公害の防止その他の環境の保全並びに整備についての技術の向上を図り、併せて自動車の整
備事業の健全な発達に資することにより、公共の福祉を増進することを目的とする。［R2］

３�．この法律は、道路運送車両に関し、所有権についての公証等を行い、並びに安全性の確保及び
（　）の防止その他の環境の保全並びに整備についての技術の向上を図り、併せて自動車の整備
事業の健全な発達に資することにより、公共の福祉を増進することを目的とする。［R4/R1］

４�．この法律は、道路運送車両に関し、（①）についての公証等を行い、並びに安全性の確保及び
公害の防止その他の環境の保全並びに整備についての技術の向上を図り、併せて自動車の整備
事業の健全な発達に資することにより、（②）を増進することを目的とする。［R6 改 /R5］

［関係法令］
◆車両法◆第１条（この法律の目的）
１�．この法律は、道路運送車両に関し、所有権についての公証等を行い、並びに安全性の確保及び公害の防

止その他の環境の保全並びに整備についての技術の向上を図り、併せて自動車の整備事業の健全な発達に
資することにより、公共の福祉を増進することを目的とする。

　▷「公証」行政上、特定の事実または法律関係の存在をおおやけに証明すること。
　▷「資する」助けとなる。役立つ。
　▷「公共の福祉」社会全体に共通する幸福・利益。
　▷毎年必ず出題！全文を覚える！

２ 用語の定義
［過去出題例］
１�．この法律で「道路運送車両」とは、自動車、原動機付自転車及び（　）をいう。［R6］
２�．道路運送車両法で「道路運送車両」とは、自動車、（　）及び軽車両をいう。［R5］
３�．この法律で「自動車」とは、原動機により（①）を移動させることを目的として製作した用具

で軌条若しくは架線を用いないもの又はこれにより牽引して（①）を移動させることを目的とし
て製作した用具であって、次項（法第２条第３項）に規定する原動機付自転車以外のものをいう。

［R4］
４�．この法律で「自動車」とは、原動機により陸上を移動させることを目的として製作した用具

で軌条若しくは架線を用いないもの又はこれにより牽引して陸上を移動させることを目的とし
て製作した用具であって、次項に規定する（　）以外のものをいう。［R2］
５�．この法律で「自動車」とは、（　）により陸上を移動させることを目的として製作した用具で

軌条若しくは架線を用いないもの又はこれにより牽引して陸上を移動させることを目的として
製作した用具であって、法第２条第３項に規定する原動機付自転車以外のものをいう。［R5］
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１．自動車の構造関係

１ 用語の定義
［過去出題例］
１�．原動機の作動中において、原動機の異常状態を表示するテルテール識別表示が継続して点灯

していたが、排出ガスの測定値は基準を満足していたので、保安基準に適合とした。［R4］
２�．外観審査を開始する前に「審査時車両状態」にあるかどうかの確認を行った結果、次の図の

うち原動機の表示が継続して点灯していたが、排出ガスの測定値は基準を満足していた。［R1］

（前方のエアバッグ）（側方のエアバッグ） (アンチロック
ブレーキシステム )

（原動機）（制動装置）

３�．OBD 検査対象装置とは、OBD 検査の対象となる次に掲げる装置をいう。［R6］
　　①かじ取装置（UN R79 の高度運転者支援ステアリングシステムに係る部分に限る。）
　　②�走行中の自動車の制動に著しい支障を及ぼす車輪の回転運動の停止を有効に防止することが

できる装置（ABS）
　　③�走行中の自動車の旋回に著しい支障を及ぼす横滑りを有効に防止することができる装置

（ESC）
　　④�走行中の自動車の旋回に著しい支障を及ぼす横滑り又は転覆を有効に防止することができる装

置（EVSC）
　　⑤緊急制動時に自動的に制動装置の制動力を増加させる装置（BAS）
　　⑥（①）(AEBS)
　　⑦排出ガス発散防止装置
　　⑧電力により作動する原動機を有する自動車に備える車両接近通報装置（AVAS)
　　⑨（②）
４�．「積車状態」とは、空車状態の道路運送車両に乗車定員の人員が乗車し、最大積載量の物品が

積載された状態をいう。この場合において乗車定員１人の重量は 55kg とし、座席定員の人員は
定位置に、立席定員の人員は立席に均等に乗車し、物品は物品積載装置に均等に積載したもの
とする。［R1］

５�．「第二種座席ベルト」とは、当該座席の乗車人員が、座席の前方に移動することを防止し、か
つ、上半身を過度に前傾することを防止するための座席ベルトであって、二点式座席ベルト等
少なくとも乗車人員の腰部の移動を拘束し、かつ、上半身が前方に倒れることを防止すること
のできるものをいう。［R1］
６�．「空車状態」とは、道路運送車両が原動機及び燃料装置に燃料、潤滑油、冷却水等の全量を搭載

し及び当該車両の目的とする用途に必要な固定的な設備を設ける等運行に必要な装備をした状態
をいう。なお、スペアタイヤ、予備部品、工具その他携行品は「運行に必要な装備」に該当する。

［R5/R2 改］
７�．「走行中に使用しない灯火」とは、点灯したままでは走行することができない構造の自動車に

備えるもの、駐車制動装置が作動しているときに限り点灯するもの又は変速装置の変速レバー
が P 又は N の位置にあるときに限り点灯するものをいう。［R3］

※特に製作日が定められていない問題については、最新の基準・規程で判断すること。
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第４章　年度別試験問題
1．令和 ６ 年度　自動車検査員教習試験問題 �  180

2．令和 ５ 年度　自動車検査員教習試験問題 �  190

3．令和 ４ 年度　自動車検査員教習試験問題 �  199

4．令和 ３ 年度　自動車検査員教習試験問題 �  209

5．令和 ２ 年度　自動車検査員教習試験問題 �  219

6．令和 元 年度　自動車検査員教習試験問題 �  229
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１．令和６年度第１回　自動車検査員教習試験問題

【基礎法令・整備関係法令】
【�１】次の各文は、道路運送車両法の規定について述べたものである。各文の【　】の中に適切な字

句を記入しなさい。
１�．この法律は、道路運送車両に関し、所有権についての公証等を行い、並びに安全性の確保及び

公害の防止その他の環境の保全並びに整備についての技術の向上を図り、併せて自動車の整備事
業の健全な発達に資することにより、【　】を増進することを目的とする。

２�．この法律で「道路運送車両」とは、自動車、原動機付自転車及び【　】をいう。
３�．この法律に規定する普通自動車、小型自動車、軽自動車、大型特殊自動車及び小型特殊自動車

の別は、自動車の大きさ及び構造並びに【　】の種類及び総排気量又は定格出力を基準として国
土交通省令で定める。

４�．自動車の製作を業とする者、自動車の車台又は原動機の製作を業とする者及び国土交通大臣が
指定した者以外の者は、自動車の車台番号又は原動機の【　】を打刻してはならない。

５�．何人も、自動車の車台番号又は原動機の型式の打刻を【　】し、その他車台番号又は原動機の
型式の識別を困難にするような行為をしてはならない。但し、整備のため特に必要な場合その他
やむを得ない場合において、国土交通大臣の許可を受けたとき、又は次条の規定による命令を受
けたときは、この限りでない。

【�２】次の各文は、道路運送車両法及び関係法令等に規定されている条文に関して述べたものである。
各文の【　】の中に適切な字句を選び、その記号を記入しなさい。

１�．何人も、国土交通大臣若しくは封印取付受託者が取付けをした封印又はこれらの者が封印の取
付けをした自動車登録番号標は、これを取り外してはならない。ただし、【　】のため特に必要が
あるときその他の国土交通省令で定めるやむを得ない事由に該当するときは、この限りでない。

《選択肢》
ア．依頼　　　　　イ．販売　　　　　ウ．輸送　　　　　エ．納車　　　　　オ．整備

２�．自動車（国土交通省令で定める軽自動車（以下「検査対象外軽自動車」という。）及び小型特殊
自動車を除く。）は、この章（第５章　道路運送車両の検査等）に定めるところにより、【　】の
行う検査を受け、有効な自動車検査証の交付を受けているものでなければ、これを運行の用に供
してはならない。

《選択肢》
ア．事業者　　イ．国土交通大臣　　ウ．運輸局長　　エ．運転支局長　　オ．事務所長

３�．自動車検査証の有効期間は、旅客を運送する自動車運送事業の用に供する自動車、貨物の運送
の用に供する自動車及び国土交通省令で定める自家用自動車であって、検査対象軽自動車以外の
ものにあっては【　】、その他の自動車にあっては２年とする。

《選択肢》
ア．１年　　　　　イ．３年　　　　　ウ．３ヶ月　　　　エ．６ヶ月　　　　オ．９ヶ月




